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編　集　後　記

公衆衛生分野では様々なデータを利用して研究が実施される．本特集で取り上げたデータベース研究は蓄積されたデー
タを活用する研究であるが，仮説とデザインを設定した上でそれにしたがってデータを収集・解析する研究（例えば
RCTなど）もある．それぞれエビデンスレベル，コストと手間などが異なるが，それぞれの特徴を踏まえて選択して利
用することができる．

一方，そのような選択ができない学問分野も存在する．例えば，気象，地震，天体などの自然現象を対象とする学問
分野では，自然に介入することはほとんど不可能であるため，蓄積された観測データを利用するしかない．また観測デー
タにはノイズが多いため，公衆衛生分野のデータベース研究と同様に，データを研究に活用できるようにするための様々
な工夫が必要となる．

データベースは自らデザインして収集したデータと比較すると制約が多いかもしれないが，工夫次第で解決できる部
分も多い．その点については，自然現象を対象とする学問分野から学ぶことも多そうである．
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